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東京三弁護士会多摩支部は、多摩地域の皆様の生活の中で起こった法的トラブル解決

のお手伝いができるようにと、八王子・立川・町田に法律相談センターを設けております。

多摩地区法律相談センターには、主に、多摩支部で活躍している弁護士が相談担当と

なって、相談を伺っております。些細なことでも構いませんので、一人で悩まず、まず

は各センターにお電話をいただくか、インターネット予約もできますのでご活用いただ

き、お気軽にご相談ください。

今後も多摩地域の皆様に、よりよいリーガルサービスを提供できるよう一丸となって

活動してまいりますので、ご意見・ご要望等ございましたら、東京三弁護士会多摩支部

にお寄せください。

令和元年度東京三弁護士会多摩地区法律相談センター運営委員会
委員長　草道　倫武
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弁護士による子供の悩みごと相談
子どもの権利に関する委員会 委員

弁護士　長 谷 川　　泰

東京三弁護士会多摩支部では、子どもに関わる法

律問題や法的トラブルの専門相談窓口として、「弁

護士による子どもの悩みごと相談」を開設していま

す。相談時間は毎週水曜の午後２時～午後７時です。

子ども本人が下校後（放課後）に相談をしたり、仕

事帰りの親が相談をできるよう、５時間にわたり相

談窓口を開いています。子ども本人やご家族の方、

教員、支援者など様々な立場の方からご相談が寄せ

られています。

 １．弁護士による「子どもの悩みごと相談」
　　 とは？
「いじめ」、「虐待」、「退学」、「不登校」など、未

成年の子どもに関わる問題の相談先について悩まれ

たご経験はないでしょうか。「弁護士子どもの悩み

ごと相談」は、子ども本人からはもちろん、親・兄

弟や周りの大人からも、子どもに関する相談であれ

ば誰でも利用できます。まずは、電話相談（無料）

で弁護士のアドバイスを受けられます。必要に応じ

て面接相談も行っていますので、電話相談の際にご

希望をお伝えください。面接相談も初回は無料です。

相談の結果、弁護士が事件の依頼を受けて代理人と

して活動する場合は費用がかかりますが、弁護士費

用を援助する制度（日本弁護士連合会子どもの人権

援助制度など）があり、子どもにはなるべく負担が

かからないよう工夫がなされています。

自治体や民間団体なども、子どもに関する相談窓

口を設置していますが、「弁護士子どもの悩みごと

相談」が他の団体の相談窓口と大きく違うのは、単

に相談を受けるだけでなく、必要な場合、子ども特

有の問題に専門的な知見のある弁護士が、実際に解

決に向けた対応を行うことができる点にあります。

また、地域内の関係各機関と密な連携を図りながら

必要に応じた法的サービスを提供できるように努め

ています。実際に、ご相談から弁護士が受任をして、

解決に向けた交渉や調停・訴訟等の手続をとったり、

関係機関と連携したケースも数多くあります。

 ２．どんなことが相談できる？
子どもに関わる相談であれば、どんなことでも構

いません。ご相談内容に応じて、法的なアドバイス

をしたり、必要な支援をしています。内容によって

は、他の適切な相談窓口を紹介いたします。電話相

談では、相談者が名前を言いたくなければ言わなく

て構いません。相談の秘密は守られ、相談したこと

を誰かに知られることはありません。電話を切りた

くなればいつ電話を切ってもかまいません。弁護士

が相談者と一緒に良い解決方法を考えます。以下は、

相談内容の一例です。

◆相談例①：いじめを受けたＡさん
（小学５年生）

５年生になってクラスが変わり、クラスの友達
から無視されたり悪口を言われるようになりまし
た。毎日学校に行くのがつらくて、電話相談にか
けました。

相談を受けた弁護士は、Ａさんの話を受け止め、

Ａさんの気持ちをよく聞いた上で、保護者とも相談

しました。そして、学校に具体的な対応をしてもら

うため、代理人となって学校と何度も協議を重ねま

した。その結果、学校が、Aさんといじめていた子

のクラスを分け、いじめが止みました。

※　いじめの被害者だけでなく、加害者になってし

まった子や親などからの相談も受け付けています。
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弁護士による子どもの悩みごと相談
電話番号　０４２−５４８−０１２０

毎週 水曜日 午後２時〜午後７時（祝日・年末年始を除く）

東京三弁護士会多摩支部

◆相談例②：虐待を受けたＢさん（小学４年生）

両親から「お前なんかいらない」と言われ、殴
られました。私だけ食事をさせてもらえないこと
もあり、以前は寒い夜に家の外に出され、中に入
れてもらえないこともありました。

相談を受けた弁護士は、Ｂさんの今の生活の様子

や気持ちを詳しく聴き取りました。児童相談所や子

ども家庭支援センターなどと連携し、両親とも話し

合った結果、Ｂさんはいったん両親と離れて安全な

場所に移りました。その後も弁護士は、Ｂさんの立

場で、児童相談所や両親との間で連絡調整役を担い、

Ｂさんは再び両親と暮らすこととなりましたが、もう

以前のような辛い思いをすることはなくなりました。

◆相談例③：インターネット被害にあったＣさん
（中学２年生）

無料だと思ってスマホのゲームサイトでアイテ
ムを購入したら、親のところに高額の請求がきて
しまい、困ってしまいました。

インターネットやスマートフォン等の普及に伴

い、このような相談が増えています。相談を受けた

弁護士が、消費者生活センター等と連携を取りなが

ら、請求してきた業者と交渉した結果、アイテムの

購入契約を取り消すことができ、代金の支払いをし

ないですみました。

◆相談例④：両親の離婚に悩むＤさん
（中学３年生）

両親の仲が悪く、お母さんが家を出て行ってし
まいました。裁判所で離婚の話をしているようで
すが、今どんなことになっているのか分かりませ
ん。もし、両親が離婚したら、僕はこのままお父
さんと住むことになるのでしょうか。お母さんと
はもう会えないのでしょうか。

相談を受けた弁護士は、Ｄさんの不安な気持ちを

受け止めたうえで、裁判所での離婚の話の手続や、

その手続の中でＤさんの意思をお父さん、お母さん、

そして裁判所にしっかり伝えられる「子どもの手続

代理人」の制度について、わかりやすく説明をしま

した。

そして、Ｄさんの気持ちや悩みを一緒に整理し、

お父さんやお母さん、裁判所に伝えたところ、お母

さんと面会ができるようになりました。お父さんもお

母さんも、Ｄさんが今後どちらと住むかはＤさんの

気持ちを尊重してくれることを約束してくれました。

◆相談例⑤：退学を迫られた高校生Ｅさん
（高校１年生）

同級生とけんかをしたことが原因で、高校の先
生から自主退学をするよう迫られています。でも、
僕は学校を辞めたくありません。

Ｅさんは退学届を出す前に電話相談をしました。

相談を受けた弁護士は、保護者とも相談し、Ｅさん

の代理人として学校に話し合いを申し入れました。

何度も学校と話し合いを重ねた結果、Ｅさんは退学

をしないで済むこととなりました。
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老
ろう

後
ご

までに2000万
まん

円
えん

を貯
た

めないといけない。そん

なニュースが世
せ

間
けん

を騒
さわ

がせています（この原
げん

稿
こう

は７

月
がつ

に書
か

いています）。金
きん

融
ゆう

庁
ちょう

の報
ほう

告
こく

書
しょ

どおり、2000

万
まん

円
えん

を貯
た

められるならば、それに越
こ

したことはない

でしょう。しかし、だれでも貯
た

められる金
きん

額
がく

とは思
おも

えません。

お金
かね

が足
た

りなくなったら、どうすればよいでしょ

うか。①まず、お金
かね

を借
か

りることが思
おも

いつきます。

②もしも自
じ

宅
たく

が持
も

ち家
いえ

であれば、処
しょ

分
ぶん

する方
ほう

法
ほう

もあ

るかも知
し

れません。③あるいは、きょうだい親
しん

類
るい

を

頼
たよ

ったりするかも知
し

れません。④ほかにも、体
からだ

のが

んばりが利
き

く限
かぎ

り、働
はたら

く方
ほう

法
ほう

も考
かんが

えられます。

ただ、こういった色
いろ

々
いろ

な方
ほう

法
ほう

を試
ため

しても、やっぱ

りお金
かね

が足
た

りない場
ば

合
あい

もあるのではないでしょう

か。そのときには、生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を「活
かつ

用
よう

」するという

方
ほう

法
ほう

があるのではないでしょうか。

この文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んでくださる皆
みな

さんの中
なか

には、「い

やいやどんなに困
こま

っても、生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

のお世
せ

話
わ

にだけ

はなりません。」とおっしゃる方
かた

もおられるかと思
おも

います。弁
べん

護
ご

士
し

として仕
し

事
ごと

をする中
なか

で、そのような

お話
はなし

をされる方
かた

にお会
あ

いすることは珍
めずら

しくありませ

ん。そのお考
かんが

えは、尊
そん

重
ちょう

しなければならないと思
おも

い

ます。

ただ、皆
みな

さんの遠
とお

いご親
しん

戚
せき

に、心
こころ

を病
や

んで働
はたら

けな

くなった方
かた

はいらっしゃいませんか。たとえば、母
はは

方
かた

のいとこで、母
はは

親
おや

が健
けん

在
ざい

の頃
ころ

は毎
まい

年
とし

１度
ど

会
あ

ったけ

れど、最
さい

近
きん

ずっとご無
ぶ

沙
さ

汰
た

、みたいな。

あるいは、小
しょう

学
がっ

校
こう

の頃
ころ

の同
どう

級
きゅう

生
せい

が、久
ひさ

しぶりにあっ

たら失
しっ

職
しょく

して食
く

うやくわずということはありません

か（私
わたし

は多
た

少
しょう

心
こころ

当
あ

たりがあります。）。その同
どう

級
きゅう

生
せい

は

帰
かえ

り道
みち

が同
おな

じで、しばしば一
いっ

緒
しょ

に下
げ

校
こう

していたくら

いの間
あいだ

柄
がら

です。

もし、いま例
れい

をあげたような、いとこや同
どう

級
きゅう

生
せい

か

らお金
かね

の相
そう

談
だん

を受
う

けたとき、どう返
かえ

したらよいで

しょうか。お金
かね

がなくて市
し

役
やく

所
しょ

に相
そう

談
だん

に行
い

こうとす

る人
ひと

に、「生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

なんて止
や

めておけ」とは、なか

生活保護相談について 貧困問題対策プロジェクトチーム

座　長　髙　野　太一朗

 ３．夏休み限定企画
　「弁護士による子どもなやみごとＬＩＮＥ
　相談＠多摩」

最近、子どもや若者のコミュニケーションツール

は、ＳＮＳが主流となっています。そこで、今年度は、

夏休み限定企画として、８月29日（木）と30日（金）

（いずれも午後１時～午後５時）に「ＬＩＮＥ相談」

を実施します。

子どもの悩みごと ＬＩＮＥ 相談
LINE 公式アカウントに登録してご相談ください！

➡「 弁護士による子どもなやみごとＬＩＮＥ相談＠多摩 」

令和元年　８月29日（木）午後１時00分～午後５時00分
　　　　　８月30日（金）午後１時00分～午後５時00分

ＬＩＮＥでのご相談は、ＬＩＮＥ公式アカウント

「弁護士による子どもなやみごとＬＩＮＥ相談＠多

摩」に友だち登録をしてメッセージをください。弁

護士が直接１対１で対応し、メッセージのやりとり

をしながら、ご相談内容に応じた法的なアドバイス

を行います。ぜひご利用ください。
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なか言
い

いにくいかも知
し

れません。

話
はなし

が冗
じょう

長
ちょう

になってしまいました。申
もう

し上
あ

げたかっ

たことは、生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

について、少
すこ

し身
み

近
ぢか

に考
かんが

えても

らえたらうれしいということでした。他
ひ

人
と

事
ごと

ではな

くて、自
じ

分
ぶん

が受
じゅ

給
きゅう

しないとしても関
かか

わってくるかも

しれない、そういう「自
じ

分
ぶん

事
ごと

」として考
かんが

えていただ

けたらうれしいな、ということでした。

弁
べん

護
ご

士
し

会
かい

は、もしも生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

のことでお悩
なや

みに

なったときの方
かた

のために、「生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

相
そう

談
だん

」という

専
せん

門
もん

窓
まど

口
ぐち

をもうけています。平
へい

成
せい

26年
ねん

からはじめま

したが、ご相
そう

談
だん

件
けん

数
すう

は2019年
ねん

７月
がつ

までで延
の

べ788件
けん

に及
およ

びます。

さて、先
さき

ほどあげた具
ぐ

体
たい

例
れい

について、この場
ば

で少
すこ

し説
せつ

明
めい

をさせてください。一
ひと

つふたつ、知
ち

識
しき

として

知
し

っていただけるとありがたいと思
おも

います。

まず、借
しゃっ

金
きん

があると生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

が受
う

けられない？と

いう誤
ご

解
かい

に基
もと

づくご相
そう

談
だん

を受
う

けることがあります。

確
たし

かに、生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

として受
う

け取
と

ったお金
かね

で借
しゃっ

金
きん

を返
かえ

してしまったら、結
けっ

局
きょく

、自
じ

分
ぶん

の生
せい

活
かつ

がまわらなくなっ

てしまいます。それではせっかく生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
う

けた

意
い

味
み

が減
へ

ってしまうことでしょう。しかし、借
しゃっ

金
きん

が

あることと生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
う

けることは、まったく別
べつ

の

問
もん

題
だい

です。借
しゃっ

金
きん

があるから生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
う

けられない

ということはありません。

持
も

ち家
いえ

があると生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
う

けられない？という

ご相
そう

談
だん

を受
う

けることもあります。確
たし

かに、持
も

ち家
いえ

が

あるなら先
さき

に処
しょ

分
ぶん

するべきとも思
おも

えます。しかし、

ご批
ひ

判
はん

を承
しょう

知
ち

で言
い

わせて頂
いただ

くと、処
しょ

分
ぶん

してもあまり

価
か

値
ち

のない不
ふ

動
どう

産
さん

もあります。処
しょ

分
ぶん

する価
か

値
ち

がない

なら、むしろ住
す

んだ方
ほう

が経
けい

済
ざい

的
てき

ということが考
かんが

えら

れます。東
とう

京
きょう

都
と

が定
さだ

める基
き

準
じゅん

でも、一
いっ

定
てい

以
い

下
か

の価
か

値
ち

の不
ふ

動
どう

産
さん

であれば、持
も

ったまま生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
う

けるこ

とが認
みと

められています。このあたりは、少
すこ

し複
ふく

雑
ざつ

に

なってきますので、ご質
しつ

問
もん

があれば、ぜひ生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

相
そう

談
だん

にお越
こ

しください。

生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
う

ける前
まえ

にきょうだいに頼
たよ

らないとい

けない？という相
そう

談
だん

もあるかも知
し

れません。確
たし

かに、

きょうだい同
どう

士
し

であれば、たすけ合
あ

うことが期
き

待
たい

さ

れると思
おも

います。しかし、悲
かな

しいことですが、仲
なか

の

よいきょうだいばかりではありません（私
わたし

がそうと

は言
い

いませんよ。）。たとえ仲
なか

がよいとしても、きょ

うだいにも余
よ

裕
ゆう

がないか

も知
し

れません。法
ほう

律
りつ

上
じょう

も、

決
けっ

して、きょうだいの助
たす

け

合
あ

いを生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

の「条
じょう

件
けん

」

とはしていません。生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
う

けつつ、きょう

だいが余
よ

裕
ゆう

のある範
はん

囲
い

内
ない

で助
たす

け合
あ

うことで十
じゅう

分
ぶん

なのです。

市
し

役
やく

所
しょ

に生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

の相
そう

談
だん

に行
い

ったけれど、「まだ

若
わか

いから働
はたら

けるでしょう」と指
し

摘
てき

されることもある

と聞
き

いたことがあります。確
たし

かに、まだ若
わか

い人
ひと

が、

その気
き

になれば働
はたら

けるのに、怠
たい

慢
まん

で働
はたら

かなくて貧
びん

乏
ぼう

だったら「自
じ

己
こ

責
せき

任
にん

」と批
ひ

判
はん

されるかも知
し

れません。

しかし、若
わか

くても病
びょう

気
き

で働
はたら

けない人
ひと

もいるでしょう。

また、丈
じょう

夫
ぶ

な体
からだ

を持
も

ち、働
はたら

く気
き

も十
じゅう

分
ぶん

あるんだけれ

ど、今
いま

は働
はたら

く場
ば

が見
み

つからない、ということもある

かも知
し

れません。決
けっ

してえり好
ごの

みをするのではなく

て、たとえば介
かい

護
ご

がある、子
こ

育
そだ

てをしている、交
こう

通
つう

事
じ

情
じょう

に相
そう

当
とう

の難
なん

がある、などなど、いろいろな理
り

由
ゆう

から、選
えら

べる仕
し

事
ごと

が制
せい

限
げん

されることもあると思
おも

いま

す。若
わか

くて体
からだ

が元
げん

気
き

だとしても、生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
う

けら

れることは十
じゅう

分
ぶん

ありえます。いま、困
こま

っているので

すから、まずは生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
う

けて一
ひと

息
いき

いれて、ゆっ

くり立
た

て直
なお

していくという考
かんが

え方
かた

もあるのではない

でしょうか。

お金
かね

に困
こま

ることは、誰
だれ

しもあることだと思
おも

います。

皆
みな

さんの周
まわ

りに、生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を考
かんが

えている方
かた

がいらっ

しゃるかも知
し

れません。お困
こま

りの方
かた

を見
み

かけたとき、

弁
べん

護
ご

士
し

会
かい

の生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

相
そう

談
だん

をご案
あん

内
ない

いただけたらとて

もありがたく思
おも

います。相
そう

談
だん

料
りょう

は、法
ほう

テラスと弁
べん

護
ご

士
し

会
かい

の制
せい

度
ど

を利
り

用
よう

しますので、実
じっ

際
さい

の相
そう

談
だん

時
じ

に、ご

相
そう

談
だん

者
しゃ

さんが準
じゅん

備
び

される必
ひつ

要
よう

はありません。

生
せ い

活
か つ

保
ほ

護
ご

法
ほ う

律
り つ

相
そ う

談
だ ん

TEL　042-642-5000
受付：月曜日～金曜日（祭日を除く）
　　　午前9時30分～ 12時
　　　午後1時～ 4時




